
甲
南
大
学
総
合
講
座

『
国
際
的
で
、
ハ
イ
セ
ン
ス
で
、
ち
ょ
っ
と
気
ど
っ
た
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
と
い
う
ま
ち
。
そ
れ
で
い
て
港
町
と
し
て
の
郷
愁

を
た
だ
よ
わ
せ
る
神
戸
。
こ
の
神
戸
に
熱
く
か
か
わ
る
各

界
の
人
々
二
十
五
人
が
、
甲
南
大
学
総
合
講
座
を
舞
台
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
昨
日
の
神
戸
」
を
語
り
、
「
明

日
の
神
戸
」
を
熱
っ
ぽ
く
論
じ
る
〃
こ
う
べ
学
事
始
〃
』
を

調
い
文
句
に
こ
の
七
月
発
売
の
甲
南
大
学
総
合
講
座
「
神

戸
っ
子
の
こ
う
べ
考
」
（
Ａ
５
変
型
三
○
六
ペ
ー
ジ
）
と

は
何
な
の
か
。
六
月
五
日
の
生
田
神
社
会
館
で
の
出
版
記

念
パ
ー
テ
ィ
を
見
て
ほ
し
い
。
二
百
三
十
名
の
出
席
者
の

中
に
は
、
兵
庫
県
知
事
・
甲
南
大
学
理
事
長
と
共
に
約
二

十
名
の
一
流
ク
ラ
ブ
の
マ
マ
さ
ん
が
有
料
で
出
席
し
て
い

た
だ
い
た
。
甲
南
大
学
理
学
部
講
師
で
「
神
戸
っ
子
」
で

あ
る
二
十
五
名
の
著
者
の
多
く
が
硬
軟
ボ
ー
イ
で
も
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
あ
そ
び
ど
こ
ろ
」
を
大

切
に
神
戸
を
従
来
の
社
会
学
者
や
文
化
人
類
学
者
と
は
違

っ
た
切
り
口
か
ら
切
っ
て
み
た
の
が
こ
の
「
神
戸
っ
子
の

色
エ
ッ
セ
イ

辻
田
忠
弘

同
神
戸
っ
子
の
こ
》
Ⅶ
ぺ
北
澄

出
版
に
あ
た
り

八
甲
南
大
学
教
授
・
医
学
博
士
Ｖ

こ
う
べ
考
」
で
あ
る
。

「
神
戸
っ
子
」
の
定
義
に
も
色
々
あ
る
と
思
う
。
こ
こ

で
は
、
神
戸
を
愛
し
、
神
戸
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

「
神
戸
」
の
よ
う
な
人
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
神
戸
」

と
は
国
際
的
で
ス
マ
ー
ト
で
、
ど
こ
と
な
く
き
ど
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
半
面
、
港
町
と
し
て
の
泥
く
さ
さ
と
頑
固
さ

と
郷
愁
を
漂
わ
せ
た
あ
た
た
か
さ
の
あ
る
町
で
あ
る
。
ま

た
海
も
あ
り
、
山
も
あ
り
、
四
季
の
は
っ
き
り
し
た
あ
そ

び
心
を
わ
す
れ
な
い
町
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
神
戸
」
の
よ
う
な
神
戸
っ
子
の
先
輩
、
友

人
、
知
人
二
十
数
名
と
共
に
、
世
間
一
般
の
文
化
論
や
地

域
学
と
は
違
い
理
論
よ
り
も
実
際
に
重
点
を
置
い
た
「
こ

う
べ
ぶ
ん
か
」
の
研
究
を
神
戸
の
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で

始
め
た
の
が
四
年
前
で
あ
る
。
漢
字
の
「
神
戸
文
化
論
」
で

も
バ
タ
ー
く
さ
い
カ
タ
カ
ナ
の
「
コ
ウ
ベ
ブ
ン
カ
ロ
ン
」

で
も
な
い
ひ
ら
か
な
の
「
こ
う
べ
ぶ
ん
か
ろ
ん
」
で
あ
る
。

一
年
間
の
研
究
成
果
を
講
義
に
し
た
の
が
甲
南
大
学
総

１
４２
１
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を
九
十
分
に
ま
と
め
て
、
一
年
間
に
一
回
だ
け
講
義
を
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
面
白
く
な
い
わ
け
が
な
い
。
今
年
も

千
名
近
い
学
生
が
こ
の
講
義
を
受
講
し
て
い
る
。
た
だ
文

部
省
が
管
轄
す
る
大
学
で
の
正
式
（
通
年
四
単
位
）
の
講

義
で
あ
る
か
ら
、
制
限
も
あ
る
。
「
神
戸
と
美
術
」
（
彫
刻

家
新
谷
誘
紀
）
で
は
ヌ
ー
ド
・
モ
デ
ル
を
教
壇
に
立
た
せ

て
女
性
美
を
論
じ
た
い
と
の
要
求
が
あ
っ
た
が
、
教
養
委

員
会
で
「
そ
ん
な
非
常
識
な
こ
と
…
…
」
と
害
め
ら
れ
た

し
、
「
神
戸
と
酒
」
（
沢
の
鶴
㈱
社
長
西
村
隆
治
）
で
は
実

際
に
酒
の
味
を
学
生
に
き
か
せ
な
が
ら
酒
の
話
し
を
し
た

い
と
の
申
し
出
に
対
し
て
も
、
「
大
学
生
の
半
数
は
二
十

歳
以
下
の
未
成
年
者
で
あ
る
。
未
成
年
者
に
教
室
で
酒
を

の
ま
す
な
ん
て
…
…
」
と
拒
否
さ
れ
た
。
お
ま
け
に
、
「
神

戸
と
コ
ー
ヒ
ー
」
（
上
島
伽
排
㈱
社
長
上
島
達
司
）
の
よ

う
に
教
室
で
コ
ー
ヒ
ー
を
の
ま
せ
な
が
ら
の
講
義
に
ま
で

「
教
室
で
の
飲
食
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
．
…
．
．
」
と
の
お
し

か
り
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
「
神
戸
っ
子
の
こ
う
べ
考
」

の
主
任
で
あ
る
私
の
学
内
で
の
人
気
は
落
ち
る
一
方
で
あ

る
。

「
神
戸
っ
子
の
こ
う
べ
考
」
の
目
的
が
、
神
戸
の
伝
統

文
化
の
再
確
認
と
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
神
戸
文
化
の
創

造
、
若
い
人
た
ち
へ
の
神
戸
文
化
の
受
け
継
ぎ
に
あ
る
一

方
、
広
く
一
般
市
民
の
神
戸
理
解
を
助
け
、
地
域
学
の
研

究
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
講
義

を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
神
戸
っ
子
の
こ
う
べ
考
」
の
出
版
に

ふ
み
き
っ
た
の
で
あ
る
。
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

合
科
目
「
神
戸
っ
子
の
こ
う
べ
考
」
で
あ
り
、
三
年
目
の

ま
と
め
と
し
て
書
籍
に
し
て
出
版
し
た
の
が
今
度
の
「
神

戸
っ
子
の
こ
う
べ
考
」
で
あ
る
。

「
神
戸
っ
子
の
こ
う
べ
考
」
の
特
徴
の
一
つ
は
、
前
述

の
理
由
か
ら
、
甲
南
大
学
の
「
神
戸
っ
子
」
の
専
任
教
員

五
名
に
対
し
て
、
二
十
名
の
「
神
戸
っ
子
」
の
講
師
陣
を

外
部
か
ら
迎
え
た
こ
と
に
あ
る
。
各
講
師
が
神
戸
と
自
分

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
経
験
や
研
究
成
果

出版記念パーティーで紹介される執筆者たち（写真中央が鉦者）

１
４３
１

識
＊陶砂芋q 獲りべ識

八
神
戸
っ
子
の
こ
う
ぺ
考
Ｖ

甲
南
大
学
で
開
誹
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
総
合

科
目
「
神
戸
っ
子
の
こ
う
べ
君
」
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
神
戸
の
文
化
が
様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
さ
れ
て

い
る
。神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
１
８
０
０
円
。
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昭
和
肥
年
３
月
米
子
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
。
如
年
４

月
神
戸
大
学
医
学
部
助
教
授
。
顕
年
７
月
同
学
部
教
授
。
平
成
元

年
ｎ
月
よ
り
現
職
。
専
門
は
整
形
外
科
学
。
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

の
基
礎
的
研
究
に
取
り
組
み
、
世
界
的
な
評
価
を
得
て
い
る
。
一

方
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
分
野
で
も
は
ぱ
広
く
活
躍
し
て
お
り
、
神

戸
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

１
４４
１

昭
和
詔
年
、
故
賀
川
豊
彦
の
業
績
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
、
地

域
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
。
現
在
は
賀
川
の
思
想
を
受
け
継
い
だ

館
長
の
村
山
盛
嗣
氏
を
中
心
に
、
学
童
保
育
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
困

り
ご
と
無
料
相
談
室
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
中
で
も
狸
年
前
か
ら

始
め
ら
れ
て
い
る
一
人
幕
ら
し
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
神

戸
に
お
い
て
先
駆
者
的
役
割
を
果
し
た
。

井植文化賞尭賞薫
戦
後
、
日
本
の
復
興
と
繁
栄
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
洋
電
機
株
式
会
社
の
創
設
者
、
故
井
植

歳
男
氏
の
遺
志
に
よ
っ
て
昭
和
必
年
ｎ
月
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
「
井
植
記
念
会
」
。
同
会
で
は

兵
庫
県
在
住
又
は
兵
庫
県
に
ゆ
か
り
の
深
い
人
の
中
か
ら
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
人
を
受
賞

の
対
象
と
し
て
そ
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
よ
り
一
層
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

考
え
、
こ
の
『
井
植
文
化
賞
』
を
昭
和
盟
年
よ
り
設
定
し
ま
し
た
。
今
回
で
第
妬
回
を
数
え
、
各
分

野
の
評
論
家
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
部
門
ご
と
に
構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
、
６
部
門
と

第
妬
凹
記
念
特
別
賞
の
受
賞
者
が
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
・
個

人
帥
万
円
、
団
体
印
万
円
、
さ
ら
に
ラ
イ
オ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
贈
ら
れ
ま
す
。

和
歌
山
県
立
熊
野
高
校
卒
業
後
、
紀
伊
半
島
の
山
中
で
林
業
労

働
に
従
事
し
、
詩
と
小
説
の
同
人
誌
「
Ｖ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
に
作
品

を
発
表
。
山
村
に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
た
そ
の
発
言
は
重

い
。
経
験
を
生
か
し
た
講
演
も
数
多
く
こ
な
し
、
新
聞
に
エ
ッ
セ

イ
も
寄
せ
る
。
主
な
著
書
に
「
山
び
と
の
記
」
（
中
央
公
論
社
）
「
木

の
国
紀
間
」
（
新
宿
書
房
）
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
十
二
年
生
れ

口
文
化
芸
術
部
門
宇
江
敏
勝
八
作
家
ｖ

口
科
学
技
術
部
門
匿
畑
和
志
八
神
一
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
豊
匿
学
博
士
ｖ

口
社
会
福
祉
部
門
社
会
福
祉
法
人
イ
エ
ス
団
賀
川
記
念
館
八
代
表
村
山
盛
嗣
ｖ
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口
地
域
活
動
部
門
山
村
留
学
制
度
八
代
表
大
国
健
治
ｖ

１
４５
１

昭
和
弱
年
発
足
。
都
会
の
小
学
校
児
童
を
山
村
の
家
庭
に
一
年

な
い
し
二
年
あ
ず
か
り
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
地
元
の
子
供
と
共

に
生
活
し
、
共
に
学
び
、
都
市
と
山
村
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
子

供
た
ち
の
豊
か
な
人
間
形
成
に
役
立
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
過
疎
の

山
村
の
役
割
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

15回岡井植記念会主催
葛＝ |Ｉ

口
第
晦
回
記
念
特
別
賞
文
化
団
体
半
ど
ん
の
会
八
代
妻
小
林
武
準
ｖ

口
国
際
交
流
部
門
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
協
会
八
代
表
中
村
八
千
代
ｖ

口
報
道
出
版
部
門
「
ゴ
ミ
を
追
う
」昭

和
弱
年
旭
月
に
神
戸
女
学
院
大
学
の
卒
業
生
を
中
心
に
結

成
。
管
弦
楽
団
、
合
唱
団
か
ら
成
る
。
ド
イ
ツ
・
バ
ッ
ハ
ゾ
リ
ス

テ
ン
の
創
立
者
へ
ル
ム
ー
ト
。
ヴ
ィ
ン
シ
ャ
ー
マ
ン
氏
、
黒
岩
英

臣
氏
を
指
揮
者
に
迎
え
、
音
楽
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
定
期
演

奏
会
の
他
毎
年
イ
ー
ス
タ
Ｉ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
一
昨
年
、
昨

年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
公
演
は
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。

２
取
材
ス
タ
ッ
フ

森
本
章
夫
梶
岡
修
一
（
写
真
は
取
材
班
代
表

林
芳
樹
竹
葉
広
治
森
本
章
夫
社
会
部
次
長
）

相
川
康
子
角
岡
伸
彦

平
成
２
年
８
月
か
ら
平
成
３
年
７
月
ま
で
、
神
戸
新
聞
に
連
戦

さ
れ
た
「
ゴ
ミ
を
追
う
」
は
、
身
近
な
所
か
ら
ゴ
ミ
問
題
を
見
つ

め
直
し
、
ゴ
ミ
を
出
す
社
会
構
造
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
問
い
直
し

つ
つ
、
問
題
点
を
洗
い
出
し
て
い
る
。
読
者
か
ら
の
反
響
も
大
き

く
、
県
外
か
ら
も
含
め
「
記
事
の
コ
ピ
ー
が
欲
し
い
」
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
が
相
次
い
だ
。

鴬 iii

韻
且
蕊
蝉
蕊
蕊
溌
騨
溌

本
年
創
設
如
周
年
を
迎
え
た
文
化
団
体
。
兵
庫
県
下
に
お
け
る

会
員
数
は
現
在
千
五
百
余
名
。
そ
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
季
刊

「
半
ど
ん
」
の
発
行
、
半
ど
ん
の
会
文
化
賞
（
現
代
芸
術
、
文
化

功
労
、
県
民
感
謝
、
及
川
記
念
奨
励
の
各
賞
）
な
ど
。
〃
人
間
の

尊
厳
″
の
理
念
の
実
践
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
に
お
け
る
文
化
振
興

の
た
め
幅
広
い
活
動
を
続
け
て
い
る
。
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字
江
敏
勝
さ
ん
は
誠
実
な
書
き
手
で

あ
る
。
三
重
県
尾
総
市
に
生
ま
れ
和
歌

山
県
の
高
校
を
卒
業
後
、
紀
伊
半
島
の

山
中
で
林
業
に
従
事
し
て
き
た
。
そ
の

か
た
わ
ら
「
Ｖ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
に
作
品

を
発
表
し
、
す
で
に
『
山
ぴ
と
の
記
』

や
『
木
の
国
紀
間
Ｉ
ｌ
熊
野
古
道
よ
り
』

な
ど
多
く
の
著
書
が
あ
る
。
新
聞
等
に

も
骨
太
な
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
き
た
ベ

テ
ラ
ン
作
家
だ
。

森
の
生
活
者
と
し
て
の
現
場
の
視
点

に
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

環
境
問
題
を
論
じ
て
も
説
得
力
が
あ

る
。
都
会
の
書
斎
で
観
念
的
な
言
葉
を

紡
ぎ
出
す
の
と
は
異
な
り
、
具
体
的
な

の
で
あ
る
。
実
際
的
な
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
文
章
も
無
駄
が
な
く
簡
潔
だ
。
そ

し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
都
会
的
と
す

ら
い
っ
て
よ
い
近
代
的
な
知
性
を
感
じ

さ
せ
る
。
地
方
か
ら
の
視
点
と
い
う

と
、
と
か
く
恨
み
が
ま
し
い
文
学
に
な

り
が
ち
だ
が
宇
江
さ
ん
は
そ
う
で
は
な

い
。い

わ
ゆ
る
近
代
文
学
は
工
業
文
明
に

と
も
な
う
モ
ノ
の
増
殖
に
み
あ
う
形
で

自
我
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
。
宇
江
さ
ん

の
文
学
は
文
明
が
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム

に
突
入
し
て
い
る
今
、
無
秩
序
な
モ
ノ

の
増
殖
を
封
じ
自
然
や
歴
史
と
共
生
す

る
新
し
い
自
我
の
あ
り
よ
う
を
示
唆
し

て
い
る
。
都
と
部
、
中
心
と
周
縁
が
い

り
ま
じ
る
兵
庫
県
の
将
来
像
に
も
か
か

わ
っ
て
く
る
「
二
十
一
世
紀
の
文
学
」

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。八

河
内
厚
郎
Ｖ

鯉怨盤鍛鑑謀 f 蕊雄

１
４６
１

★選考委員

北j l I 荘平
く作家＞

島京子
く作家＞

河内厚郎
く関西文学編集長＞

●第1 5 回井; 値文化賞
文化芸術部門

山村･ に根を下ろした
執筆活動

宇江敏勝
唖ヨ

ワー, - ‘蓮“q 虻培＝鼻『

●
凸
■
■
①
己
。
■
④
●
◆
号
●
の

竜
日
ふ
・
冗
凸
つ
。
・
灯
》
邑
厨
》
兵
〕
ワ
０
〈
ｘ
〕
《
ｕ
》
〔
一
叩
》
１
＆
ウ
“
局
『
》
“
４
－

ぐ
０
▲
Ｇ
０
二
．
０
－
勺
Ⅱ
凸
ぐ
Ｕ
』

今
年
の
文
化
芸
術
部
門
は
八
文
学
Ｖ

を
対
象
に
選
考
会
が
行
な
わ
れ
た
。

八
文
学
Ｖ
で
は
第
二
回
目
以
来
、
詩
人

の
受
賞
が
重
な
っ
た
為
、
今
回
は
主
に

小
説
、
エ
ッ
セ
イ
で
の
候
補
を
挙
げ
て

も
ら
っ
た
。

候
補
者
と
し
て
は
同
人
誌
〃
鬼
子
″

の
異
色
作
家
浅
田
修
氏
、
同
人
誌
〃
カ

ン
テ
ラ
″
で
活
躍
中
の
武
田
裕
氏
、
単

行
本
も
出
て
い
る
〃
施
餓
鬼
の
八
月
″

の
竹
内
和
夫
氏
、
〃
山
は
北
海
は
南
″

の
駒
井
妙
子
氏
ら
が
挙
げ
ら
れ
た
が
最

終
的
に
は
〃
少
年
の
火
″
の
木
辺
弘
児

氏
、
〃
熊
野
草
紙
″
〃
木
の
国
紀
聞
″
の

宇
江
敏
勝
氏
で
票
を
割
っ
た
。

木
辺
氏
は
芥
川
賞
候
補
に
も
な
っ
た

実
力
派
。
自
然
描
写
の
う
ま
さ
や
文
章

の
確
実
性
が
評
価
さ
れ
た
が
、
宇
江
氏

の
持
つ
特
異
性
に
一
歩
譲
っ
た
形
に
な

っ
た
。和

歌
山
の
山
奥
で
育
ち
、
現
在
も
山

に
住
む
が
執
筆
す
る
の
は
主
に
奥
さ
ん

の
住
む
神
戸
、
と
い
う
宇
江
氏
。
そ
の

文
章
は
ク
ー
ル
だ
が
私
達
の
目
を
引
き

つ
け
飽
き
さ
せ
な
い
。

■
選
考
経
過

河口龍夫く現代美術＞
山田幸平く作家＞
横井和子くピアニスト＞
荒木高子く陶芸家＞
多田智満子く詩人＞
、原冨子くピアニスト＞
昇外装く画家＞
安水稔和く詩人＞
延原武春く指抑者＞
山沢栄子く写其家＞
神戸滋ライオンズクラブ
青木はるみく詩人＞

今竹七郎〈窯7ﾁｰｸ＞
鷲沼潤く波出家＞

、
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル
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慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
が
ど
う
し
て
関

節
か
ら
は
じ
ま
り
、
全
身
性
の
慢
性
の

病
気
に
進
行
す
る
の
か
、
臓
畑
教
授
が

研
究
に
取
り
組
ん
だ
頃
は
全
く
謎
で
あ

っ
た
。
贋
畑
教
授
は
１
９
５
８
年
世
界

に
先
駆
け
て
滑
膜
の
微
細
構
造
を
電
子

顕
微
鏡
的
に
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
滑

膜
細
胞
に
は
繊
維
芽
細
胞
及
び
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
様
の
二
種
類
の
細
胞
の
あ
る

事
を
見
出
し
た
が
、
そ
の
後
こ
の
発
見

は
国
際
的
な
支
持
を
得
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
研

究
を
深
め
る
一
方
、
絶
え
ず
リ
ウ
マ
チ

患
者
の
救
済
の
た
め
に
活
動
を
続
け
、

１
９
７
２
年
に
は
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会

賞
を
受
け
、
１
９
８
０
年
に
は
若
く
し

て
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
長
に
選
ば
れ
て

い
る
。
そ
の
後
専
門
医
師
の
育
成
の
た

め
に
講
師
と
し
て
東
奔
西
走
、
過
去
１

０
年
間
に
委
員
長
を
つ
と
め
た
教
育
研

修
会
の
数
は
、
実
に
５
０
回
以
上
に
及

ん
で
い
る
。
そ
の
成
果
は
、
５
０
万
人

の
リ
ウ
マ
チ
病
に
悩
む
患
者
に
大
き
な

福
音
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

贋
畑
教
授
は
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
幹

事
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
財
団
理
事
、
厚
生

省
リ
ウ
マ
チ
研
究
事
業
の
外
科
的
治
療

班
長
を
勤
め
る
一
方
、
米
国
リ
ウ
マ
チ

学
会
の
名
誉
会
員
に
推
戴
さ
れ
る
な
ど

国
際
的
に
も
活
躍
し
て
い
る
。

さ
ら
に
暖
畑
教
授
は
、
ス
ポ
ー
ツ
医

学
の
分
野
で
も
、
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
大
会
の
選
手
村
診
療
所
長
、
神
戸

ス
ポ
ー
ツ
医
事
科
学
研
究
会
名
誉
会

長
、
オ
リ
ッ
ク
ス
後
援
会
理
事
を
務
め

る
な
ど
、
神
戸
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

も
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。八

本
間
守
男
Ｖ

●第１５回井植文化賞
科学技術部門

‘慢' 性関節リウマチの
基礎的研究と

スポーツ振興に貢献

匿畑矛ロ志

★選考委員

尾崎叡司
く神戸大学農学部長＞

ﾋ { 喋卓
く神戸大学工学部長＞

本間守男
く神戸大学医学部長＞

飯尾理郎
く神戸新聞社編集局文化部長＞

１
４７
１

■
選
考
経
過

⑨１．隈井春輔く岩縦力学＞
爵ａ杉山戯敏く巡伝子学〉者３・土田広信く股芸化学＞
亀４嶋田勝次〈纏箪噸．＞
￥‘・沢村誠志〈溌者の社会＞
ル６･ 安藤四一く音響の研究＞

７．辻荘一く家畜育種学＞
８．西塚泰芙く生理学＞

９.中岡睦雄〈'紹三法ｸ＞
１０．滴水晃く微生物生態学＞
ｕ・岡田安弘く生理学＞
ユ2 ．賀谷信幸く計測工学＞
１３‘田中千賀子く薬理学＞
皿．安厩武司く熱帯有用植物学＞

今
年
の
科
学
技
術
部
門
は
昨
年
と
同

様
、
候
補
者
が
少
な
く
、
工
学
部
系
か

ら
神
烏
安
啓
氏
、
医
学
部
系
か
ら
庚
畑

和
志
氏
、
農
学
部
系
か
ら
加
藤
征
史
郎

氏
の
計
３
人
の
名
前
が
あ
が
っ
た
。

有
機
合
成
の
神
烏
安
啓
氏
は
、
生
理

活
性
が
見
つ
か
っ
て
い
る
フ
ッ
素
を
含

む
有
機
化
合
物
の
合
成
が
難
し
い
こ
と

に
着
目
し
、
そ
の
合
成
法
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

整
形
外
科
学
の
贋
畑
和
志
氏
は
、
慢

性
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
基
礎
的
研
究
に
取

り
組
み
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
ス
ポ
ー

ツ
医
学
の
権
威
者
で
も
あ
り
、
個
人
・

企
業
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

家
畜
繁
殖
学
の
加
藤
征
史
郎
氏
は
、

種
々
の
条
件
下
に
お
け
る
家
畜
粘
子
の

生
理
学
的
特
性
を
調
べ
、
家
畜
人
工
授

精
技
術
の
発
展
と
普
及
に
貢
献
し
た
。

今
回
は
、
社
会
的
貢
献
が
大
き
く
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
も
多
い
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
、
贋
畑
和
志
氏
に
決
定
し
た
。
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神
戸
に
生
ま
れ
、
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
賀
川
豊
彦

は
昭
和
弱
年
に
犯
才
で
こ
の
世
を
去

る
。
賀
川
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
彼
の

残
し
た
数
々
の
業
績
を
記
念
す
る
た
め

に
昭
和
詑
年
に
建
設
さ
れ
た
の
が
賀
川

記
念
館
で
あ
る
。

賀
川
は
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
と
は

「
人
格
交
流
運
動
」
で
あ
る
と
し
、
人

間
の
意
識
変
革
に
よ
り
社
会
を
改
造
し

よ
う
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
記
念
館
は

そ
う
し
た
賀
川
の
思
想
を
実
践
す
べ

く
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
を

対
象
と
し
、
人
格
の
触
れ
合
い
を
め
ざ

し
て
生
涯
教
育
、
地
域
福
祉
活
動
に
取

り
く
ん
で
魂
年
に
な
る
。
な
か
で
も
一

人
住
い
老
人
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
活
動
は

神
戸
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、

月
二
回
の
こ
の
活
動
は
今
年
で
以
年
め

に
な
る
。
他
に
、
学
童
保
育
や
文
化
教

室
な
ど
の
子
ど
も
の
た
め
の
事
業
や
住

民
の
た
め
の
相
談
事
業
な
ど
を
続
け
て

い
る
。
館
長
の
村
山
雄
嗣
さ
ん
は
４
年

前
に
過
労
か
ら
病
に
倒
れ
た
が
、
そ
の

経
験
を
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
な
か
に
積

極
的
に
生
か
し
た
い
と
七
人
の
職
員
と

共
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。

あ
と
何
年
か
す
れ
ば
新
し
い
記
念
館

の
建
設
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
創
世
紀

の
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
ス
タ
ッ
フ
が

ど
う
取
り
く
ん
で
い
く
か
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。八

橘
本
明
Ｖ

所
在
地

神
戸
市
中
央
区
吾
妻
通
５
丁
目
２
１
卯

電
話
○
七
八
（
二
一
二
）
三
六
二
七

’
4８
１

☆選考委員

津田元
く神戸新聞社論脱副委員長＞

野上文夫
く川崎医療福祉大学助教授＞

橋本明
く蕊蕊促進総会＞

●第1 5 回井植文化賞
社会福祉部門

福祉の原点を見つめて

賀川記念館

③１．桶来四郎

爵２･小畑延子者３・神戸市立友生養謹学校
メ４．巻本幸子
了５･富永繁男
ァ６．神戸大学看謹ポランテイア
ル７．米皿寛子

ａ蛎迦醤実施委員会
９．涌井安太郎
ｌｏ・山本博蕊
１１．エリア会、ＯＨＰこうぺ
１２．誕生日ありがとう運動
１３．兵庫ボランティア協会
１４．神戸いのちの電話

井
植
文
化
賞
も
今
年
で
第
巧
回
を
迎

え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
向
の
選

考
会
で
は
長
い
年
月
を
地
道
に
福
祉
活

動
に
携
っ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
が
候
補
に

あ
げ
ら
れ
た
。

県
立
西
宮
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
は
、
昭
和
型
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
老
舗
。
医
療
薬

害
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
薬
害
を
行
政
に

訴
え
る
活
動
な
ど
を
行
な
っ
て
旭
年
目

に
な
る
。
ｎ
万
語
の
語
覚
を
持
つ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
、
家
族
ぐ
る
み
で
有
料
老
人
ホ
ー
ム

を
続
け
る
ホ
ッ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
西
浦
、

痴
呆
老
人
を
抱
え
る
家
族
の
協
力
グ
ル

ー
プ
か
よ
う
会
な
ど
、
身
近
な
問
題
に

取
り
く
む
各
候
補
の
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

現
在
神
戸
で
皿
ヵ
所
を
数
え
る
、
一

人
幕
ら
し
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の

先
駆
け
と
な
っ
た
賀
川
記
念
館
。
最
終

的
に
は
地
域
と
共
に
歩
ん
だ
そ
の
実
績

に
、
第
焔
回
井
植
文
化
賞
が
送
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

生
選
考
経
過
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山村留学制度

こ
の
制
度
は
、
都
会
の
小
学
校
児
童

を
山
村
の
家
庭
に
一
年
な
い
し
二
年
あ

ず
か
り
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
地
元
の

子
ら
と
共
に
生
活
し
学
び
、
都
市
と
山

村
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
健
や
か
な
人

間
形
成
に
役
立
て
、
山
村
の
役
割
を
高

め
よ
う
と
す
る
も
の
。

道
谷
小
学
校
は
、
昭
和
五
十
八
年
、

兵
庫
県
下
で
初
め
て
地
域
ぐ
る
み
で
こ

の
制
度
を
発
足
さ
せ
、
八
年
間
に
神

戸
、
大
阪
、
明
石
な
ど
都
市
の
児
童
七

十
七
人
を
受
け
入
れ
、
成
功
さ
せ
て
お

り
、
い
ま
も
継
続
発
展
さ
せ
て
い
る
。

発
足
当
初
は
、
過
疎
化
の
激
し
い
播

州
奥
地
の
小
学
校
と
し
て
、
統
廃
合
の

危
機
を
打
開
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て

実
施
に
踏
み
切
っ
た
が
、
い
ま
や
都
市

と
山
村
交
流
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

注
目
さ
れ
、
県
下
他
地
域
に
も
広
が
ろ

う
と
し
て
い
る
。
都
市
の
子
供
た
ち

は
、
大
自
然
に
触
れ
る
貴
重
な
経
験
が

心
身
の
豊
か
な
成
長
に
プ
ラ
ス
し
、
山

村
の
子
ら
も
都
会
の
子
ら
と
の
触
れ
合

い
か
ら
、
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
な
知
性

感
性
を
開
く
体
験
を
得
て
い
る
。

こ
の
運
動
は
地
域
の
協
力
な
し
に
は

成
功
せ
ず
、
道
谷
小
学
校
の
場
合
も
、

地
元
の
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
が
あ
れ
ば

こ
そ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

兵
庫
県
は
過
疎
過
密
の
両
地
域
を
抱

え
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
い
っ
そ
う
注

目
し
、
応
援
し
た
い
制
度
で
あ
る
。

八
長
島
晴
雄
Ｖ

☆選考委員●第1 5 回井植文化賞
地域活動部門

健やかな人間形成をめざす

群§

今
年
の
地
域
活
動
部
門
に
は
、
半
ど

ん
の
会
、
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
、
青

垣
町
も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン
、
丹
羽
古
陶

館
、
山
村
留
学
制
度
と
様
々
な
候
補
が

挙
げ
ら
れ
た
。

受
賞
の
条
件
と
し
て
、
５
年
以
上
の

活
動
実
績
が
あ
り
、
今
後
の
活
躍
が
楽

し
み
な
団
体
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
過

去
に
県
の
文
化
賞
の
受
賞
歴
の
あ
る
、

半
ど
ん
の
会
は
特
別
賞
に
決
ま
っ
た
。

そ
の
後
の
協
議
の
結
果
、
実
施
さ
れ

て
８
年
目
に
な
る
山
村
留
学
制
度
に
決

定
。
こ
の
制
度
は
、
兵
庫
県
宍
粟
郡
波

賀
町
立
道
谷
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い

て
、
都
会
の
小
学
生
児
童
を
山
村
の
家

庭
に
一
年
な
い
し
二
年
あ
ず
か
り
、
都

市
と
山
村
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
子
供

た
ち
の
豊
か
な
人
間
形
成
に
役
立
て
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
い
ま
や
都
市
と
山

村
交
流
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
県

下
神
崎
郡
な
ど
に
も
広
が
ろ
う
と
し
て

お
り
、
過
疎
、
過
密
両
地
域
を
抱
え
る

兵
庫
県
と
し
て
は
、
今
後
も
推
進
し
た

い
テ
ー
マ
だ
と
言
え
る
。

小笠原暁
く芦屋大学教授＞

長島晴雄
く前・神戸新聞常任監査役＞

住野矛ﾛ 子
<鋸狸跨ｲﾚｸ ﾀ ｰ〉

●１．城崎郡日高町

曽２.明石市民のｺﾐ雲ﾆﾃｲ活動
メ３．一宮町文化協会

了４･尼崎郷土史研究会
ァ５．尻池南部地区自治迎合協議会
ル６．月刊神戸っ子

７．明延ふるさとづくりの会
８．ＫＩＣＳ

９．丸山地区住民自治協議会
１０．アンドレ・プリューネ
１１．神戸新聞文化センター
１２．尼崎市演劇連絡協議会
１３．ブナを植える会
1 4 - 松島興治郎

4９
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瀞
松田橿二
＜㈱ラジオ関西取締役社長＞

西昭道
くＮＨＫ神戸放送局長＞

三木康弘
く神戸新聞社論説委員長＞

■
選
考
経
過

★選考委員
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報道出版部門

神戸新聞連載企画
「ゴミを追う」

神戸新聞社・社会部
ゴミ取材班

綴 騨
議

ゴ
ミ
問
題
が
、
地
球
規
模
で
の
環
境

問
題
と
重
な
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
と
な

っ
て
い
る
。
単
に
、
あ
ふ
れ
る
ゴ
ミ
を

ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
技
術
的
な
問

題
で
は
な
く
、
資
源
ゴ
ミ
を
ど
う
リ
サ

イ
ク
ル
し
、
大
量
生
産
、
大
堂
消
饗
、

大
量
廃
棄
の
社
会
構
造
、
生
活
ス
タ
イ

ル
を
ど
う
見
直
す
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。連

載
企
画
「
ゴ
ミ
を
追
う
」
は
、
こ

の
視
点
に
立
ち
、
身
近
な
所
か
ら
ゴ
ミ

を
巡
る
問
題
点
を
洗
い
出
し
つ
つ
、
読

者
と
と
も
に
ゴ
ミ
を
通
じ
て
生
活
を
問

い
直
そ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

昨
年
八
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
連
載
は
、

そ
の
企
画
意
図
を
十
分
に
展
開
し
、
よ

く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
の
実
を
上
げ

た
。
地
域
の
新
聞
と
し
て
の
使
命
と
機

能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
報
道
活
動
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

反
響
は
大
き
く
、
県
下
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
も
記
事
コ
ピ
ー
の
要
請
、
問

い
合
わ
せ
が
相
次
い
だ
。
各
自
治
体
も

ゴ
ミ
減
量
化
や
再
資
源
化
へ
の
方
策
を

模
索
し
て
い
た
だ
け
に
、
連
載
は
今
後

の
道
筋
を
示
す
貴
重
な
手
が
か
り
と
し

て
注
目
さ
れ
、
連
赦
と
同
時
進
行
の
形

で
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
が
打
ち
出
さ

れ
も
し
た
。
ま
た
、
産
業
界
に
と
っ
て

も
、
ゴ
ミ
は
避
け
て
通
れ
な
い
テ
ー
マ

で
あ
り
、
執
筆
陣
が
講
師
と
し
て
招
か

れ
る
ケ
ー
ス
が
少
く
な
か
っ
た
こ
と
を

付
記
し
て
お
き
た
い
。

八
三
木
康
弘
Ｖ

●１．「あなたの愛の手を」
受２．神戸空襲を記録する会
喜3.落合重信メ４．審木一夫
モ５．「兵服探検」「兵庫史を歩く」
リ６。「神戸の中堅1 5 0 社」
ア７・神戸新聞淡路総局「淡路祭事
ル記」
８．「神戸からこんにちは」「天津
からこんにちは」

９．神栄越郷
１０．「私たちの昭和史」
１１．「パルモア病院日記」・スタジ

オT O D A Y ホットに語ろう. 〃
１２・「収録港湾労働神戸港」
１３．「ひょうご経済人」
１４，「火輸の海」「メダルは笑顔に

輝いた」

今
回
の
選
考
会
で
は
、
「
椎
名
麟
三

管
見
」
（
田
摩
新
著
。
神
文
書
院
）
「
神

は
野
を
駆
け
て
」
（
姫
路
独
協
大
学
播

磨
学
研
究
会
編
・
神
戸
新
聞
総
合
出
版

セ
ン
タ
ー
刊
）
「
神
戸
新
聞
連
載
企
画

・
ゴ
ミ
を
追
う
」
（
神
戸
新
聞
社
会
部
）

「
ラ
ジ
オ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
い
ま
教
育

を
考
え
る
」
（
ラ
ジ
オ
関
西
制
作
部
）

が
候
補
作
品
と
し
て
挙
が
っ
た
が
、
そ

の
番
組
を
中
心
と
し
た
教
育
問
題
に
対

す
る
活
動
で
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
賞

（
近
畿
地
区
）
の
放
送
活
動
番
組
部
門

で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
「
い
ま
教
育

を
考
え
る
」
と
広
範
囲
に
渡
る
取
材
で

生
活
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
ゴ
ミ
問
題
を

考
え
た
「
ゴ
ミ
を
追
う
」
が
最
後
ま
で

受
賞
を
争
っ
た
。

最
終
的
に
、
ゴ
ミ
問
題
は
環
境
問
題

の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
地
球

規
模
で
、
い
ま
最
も
注
目
に
値
す
る
課

題
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
「
ゴ
ミ
を
追

う
」
が
僅
差
で
受
賞
し
た
。

昨
年
同
様
、
放
送
分
野
と
活
字
分
野

を
同
次
元
で
選
考
す
る
の
は
極
め
て
難

し
い
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
、

検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

１
５０
１

》
鐸

鴎&勃辞

右上より森本章夫・林芳樹・相川康子
右下より梶岡修一・竹葉広治・角岡伸彦
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＜兵庫県国際交流愉今理事＞

☆選考委員●第1 5 回井植文化賞
新野幸次郎
く神戸大学名誉教授＞

国際交流部門

アルカディア
協会

武術晴雄
＜㈱地崎工業顧問＞

宇都宮浩

本
年
で
５
回
目
を
迎
え
た
「
国
際
交

流
部
門
」
に
は
、
女
子
留
学
生
に
対
す

る
奨
学
金
制
度
を
設
け
、
女
子
留
学
生

の
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎

年
行
な
っ
て
い
る
神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ

ブ
、
ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋
か
ら
の
研
修

生
受
け
入
れ
と
帰
国
研
修
生
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
勤
め
る
財
団
法
人
Ｐ
Ｈ
Ｄ

協
会
、
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神
戸
大
会
に
ブ

ー
タ
ン
選
手
団
を
招
請
し
た
神
戸
ブ
ー

タ
ン
友
好
協
会
が
候
補
に
挙
が
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
移
情
閣

を
拠
点
と
し
て
日
中
問
並
び
に
国
際
間

の
文
化
交
流
を
増
進
し
て
い
る
移
情
閣

友
の
会
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
海
外
演
奏
旅
行
を
し
画
期
的
な

成
功
を
お
さ
め
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
協

会
、
高
校
交
換
留
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

日
本
語
補
助
教
員
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
行
な
う
神
戸
日
豪
協
会
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
室
内
管
弦
楽
団
、
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
室
内
合
唱
団
が
国
内
外
で
め
ざ
ま

し
く
活
躍
し
て
い
る
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
協

会
に
決
定
し
た
。

神戸を拠点に世界に朔く

地
方
の
国
際
化
の
進
展
と
と
も
に
、

諸
外
国
と
の
交
流
の
あ
り
方
も
、
単
に

晴
着
の
交
流
で
は
な
く
、
も
っ
と
実
質

的
な
普
段
着
の
交
流
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
り
わ
け
文
化
の
交
流
が

大
切
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
よ
う
や
く

浸
透
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ

う
な
国
際
文
化
交
流
を
目
指
し
、
す
で

に
十
一
年
も
前
に
神
戸
を
拠
点
と
し
て

若
い
音
楽
家
が
集
ま
り
「
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
協
会
」
を
結
成
。
現
在
約
如
名
で
活

動
し
て
い
る
。
以
来
国
内
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

等
の
海
外
で
活
発
な
音
楽
活
動
を
展
開

し
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
昨
年
と
昨
年

の
二
度
に
至
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
演
で

は
、
同
協
会
の
「
室
内
管
弦
楽
団
」
と

「
室
内
合
唱
団
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
バ

ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ソ
ン
グ
の
演
奏

を
行
い
、
万
場
の
拍
手
喝
釆
を
受
け
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
、
世

界
的
な
オ
ー
ボ
エ
奏
者
で
指
揮
者
で
も

あ
る
〃
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ヴ
ィ
ン
シ
ャ
ー

マ
ン
〃
氏
を
迎
え
、
甲
南
女
子
中
学
、

高
等
学
校
の
コ
ー
ラ
ス
部
百
名
も
出
演

し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

こ
の
よ
う
に
彼
ら
は
、
地
域
の
文
化

進
行
と
国
際
文
化
交
流
の
結
び
付
き
の

重
要
性
を
明
確
に
意
識
し
、
ま
た
そ
れ

を
、
苦
し
い
台
所
事
情
に
拘
ら
ず
見
事

に
実
践
し
て
い
る
。
彼
ら
の
理
想
と
勇

気
に
拍
手
を
送
ろ
う
八
宇
都
宮
浩
Ｖ

③
受
賞
者
メ
モ
リ
ァ
ル

ー
、
加
藤
一
郎
〈
袖
一
類
灘
誇
議
会
長
〉

２
、
神
戸
日
本
チ
リ
協
会

３
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

４
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ

画
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孟譜

紫選考委員

小笠原暁
く芦屋大学教授＞

長島晴雄
く前・神戸新聞常任監査役＞

住野 ﾛ 子
<顎舞踏報ﾚｸﾀｰ〉
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文化団体

半どんの会

て
市
・
県
民
に
よ
る
芸
術
文
化
参
画
に

よ
る
地
域
文
化
肥
沃
論
を
各
会
貝
ご
と

に
そ
の
地
域
の
実
情
に
即
し
て
た
ゆ
ま

ず
献
言
、
そ
の
実
現
に
努
力
。
文
化
人

自
身
の
責
任
で
会
を
育
て
る
と
い
う
同

意
的
結
束
を
モ
ッ
ト
ー
に
釦
年
間
を
、

試
行
錯
誤
を
く
り
か
え
し
乍
ら
今
日
に

到
っ
て
い
る
。

現
在
会
員
千
五
百
余
名
、
会
友
、
支

部
会
員
、
姫
路
、
明
石
、
三
木
、
稲

美
、
西
脇
、
丹
波
の
六
地
方
を
合
し
て

千
二
百
余
名
。
二
千
七
百
余
名
の
賛
同

者
を
得
て
い
る
が
、
ま
た
会
員
の
同
地

方
の
地
域
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献

を
計
っ
て
、
他
の
文
化
育
成
な
ど
の
中

心
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。
会
は
毎

年
、
半
ど
ん
の
会
文
化
賞
を
制
定
し

て
、
現
代
芸
術
賞
、
文
化
功
労
賞
、
県

民
感
謝
賞
、
及
川
記
念
奨
励
賞
と
身
体

障
害
者
へ
の
芸
術
奨
励
賞
を
設
定
し
、

隠
れ
た
人
材
の
発
掘
、
顕
彰
、
新
人
の

育
成
に
つ
と
め
る
と
共
に
、
会
員
相
互

の
啓
発
と
友
愛
の
実
を
あ
げ
地
域
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
計
る
。
会

員
は
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
あ
い
、
平

等
に
季
刊
「
半
ど
ん
」
で
互
い
の
作

品
、
意
見
を
発
表
、
芸
術
文
化
の
向
上

と
地
域
福
祉
の
発
展
に
つ
と
め
て
、
そ

の
み
え
ざ
る
功
績
は
大
き
い
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

１
５２
１

福祉と文化の向上を
めざして4 0 年

昭
和
虹
年
春
、
朝
倉
斯
道
、
阪
本

勝
、
桐
山
宗
吉
、
及
川
英
雄
ら
が
集
ま

っ
て
、
荒
廃
し
た
焼
土
の
都
市
で
、
「
阪

神
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
て
活
発
な

文
学
活
動
を
展
開
し
た
が
、
同
じ
時
期

に
は
若
い
詩
人
、
洋
画
家
た
ち
も
詩
人

集
団
「
火
の
烏
」
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま

の
芸
術
活
動
を
展
開
、
昭
和
”
年
秋
、

映
画
、
音
楽
を
共
通
の
話
題
と
し
た
文

化
グ
ル
ー
プ
の
場
、
文
化
団
体
半
ど
ん

の
会
が
結
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
県
下
在
住
の
有
識
者
、
芸

術
家
、
教
授
、
官
財
界
、
マ
ス
コ
ミ
人

が
相
寄
っ
て
、
ま
ず
師
名
か
ら
発
足
、

親
睦
と
郷
土
文
化
の
育
成
を
目
的
と

し
、
随
想
誌
「
半
ど
ん
」
を
発
行
、
い

ち
は
や
く
半
ど
ん
の
会
文
化
賞
を
設
定

し
て
同
賞
の
噴
矢
と
な
っ
た
が
、
例

会
、
映
画
観
賞
会
、
各
種
文
化
座
談
会

の
企
画
と
開
催
な
ど
を
事
業
と
し
て
、

ひ
ろ
く
全
県
に
わ
た
っ
て
文
化
活
動
を

展
開
。や

が
て
、
そ
の
活
動
も
多
様
に
範
囲

を
拡
充
、
会
員
相
互
の
社
会
的
発
言
力

も
漸
次
昂
ま
り
、
ま
ず
兵
庫
県
、
神
戸

市
の
福
祉
行
政
の
充
実
と
専
門
化
を
力

説
、
同
行
政
の
近
代
化
に
職
員
と
協
同

し
て
実
践
に
つ
と
め
、
ま
た
会
員
作
品

を
チ
ャ
リ
テ
ィ
し
て
県
、
市
福
祉
協
議

会
、
福
祉
施
設
等
に
再
三
献
金
す
る
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
県
・

市
民
劇
場
、
音
楽
団
体
の
育
成
、
県
立

近
代
美
術
館
の
建
設
な
ど
、
神
戸
の
文

化
地
盤
の
沈
下
、
文
化
不
毛
論
に
対
し
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本
誌
は
昭
和
風
年
に
創
刊
躯
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
・
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
左
記
の
通
り
に
各
賞
の
受
賞
作
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
ｎ
回
の
募
集
よ
り
、
さ
ら

に
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
「
神
戸
文
学
賞
」
の
名
称
に
統
一
、
受
賞
作
を
一
作
品
と
し
て
、
現
在
、
広

く
作
品
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

・
第
十
一
回
神
戸
文
学
賞
「
膜
父
記
」
（
田
能
千
世
子
Ｉ
茨
木
市
）

（
こ
の
回
よ
り
神
戸
文
学
賞
と
同
女
流
文
学
賞
を
一
本
化
）

・
第
十
二
回
神
戸
文
学
賞
「
夢
食
い
魚
の
ブ
ル
ー
グ
ッ
ド
バ
イ
」
（
釜
谷
か
お
る
Ｉ
高
砂
市
）

・
第
十
三
回
神
戸
文
学
賞
「
お
夏
」
（
門
田
露
Ｉ
西
宮
市
）

・
第
十
四
回
神
戸
文
学
賞
「
風
車
の
音
は
い
ら
な
い
」
（
上
田
三
洋
子
Ｉ
長
岡
京
市
）

・
第
十
五
回
神
戸
文
学
賞
「
渇
き
」
（
刀
禰
喜
美
子
Ｉ
大
阪
市
）

こ
こ
に
第
遁
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清

新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ
一
、
受
賞
作
品
発
表
は
本
誌
一
九
九
二
年
新
年
号

一
、
応
募
作
品
は
小
説
と
し
、
応
募
資
格
は
問
い
誌
上
で
、
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

ま
せ
ん
。
た
だ
し
応
募
作
品
数
は
一
篇
に
限
り
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

ま
す
。
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
一
、
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
受
賞
作
品
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
三
拾
万
円

も
の
に
限
り
ま
す
。
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
字
詰
帥
１
，
枚
。
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
（
筆
名
）
、
年
齢
、
市
中
央
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ピ
ル
九
階

職
業
、
略
歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
月
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

梗
概
を
つ
け
て
下
さ
い
。
電
話
○
七
八
’
一
一
一
三
一
’
二
二
四
六

一
、
締
切
り
は
八
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

八
選
考
委
員
Ｖ
杜
山
悠
・
武
田
芳
一
・
鄭
承
博

神
戸
文
学
賞
作
品
募
集

回
第
冊
回

主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子１

５３
１
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１
５４
１

手
紙
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
新
聞
を
毎
日
読
ん
で
い
る
と
、
足

利
尊
氏
が
そ
こ
ま
で
攻
め
て
来
て
い
る
の
に
、
吉
川
先
生
は
ま
だ

お
見
え
に
な
ら
な
い
。
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
る
と
、
奥
さ
ん
と
お
嬢

さ
ん
、
そ
れ
に
挿
絵
画
家
の
杉
本
健
吉
さ
ん
を
連
れ
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
先
生
に
「
尊
氏
の
方
が
先
に
来
た
ら
ど
う
し
ょ
う

か
と
、
心
配
し
て
い
ま
し
た
」
と
申
し
た
の
で
一
同
大
笑
い
と
な

り
ま
し
た
（
笑
）
。
先
生
の
取
材
日
記
筆
間
茶
話
に
は
「
こ
の
地

に
於
け
る
大
楠
公
の
最
期
を
明
日
か
ら
書
こ
う
、
と
す
る
の
に
差

迫
ら
れ
て
の
訪
問
は
、
さ
な
が
ら
泥
縄
式
だ
と
も
言
え
よ
う
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、
私
に
は
百
巻
の
書
を
読
む
に
も
勝
る
」
と
書
か

れ
て
あ
り
ま
す
。
あ
と
に
丁
重
な
お
手
紙
を
い
た
だ
き
「
帰
っ
て

か
ら
病
気
で
寝
た
の
で
礼
状
が
遅
く
な
っ
た
」
と
書
か
れ
て
あ
り

ま
し
た
。

高
橋
最
後
の
お
仕
事
に
な
り
ま
し
た
ね
。
し
か
し
吉
川
先
生
が

書
い
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
ら
、
と
て
も
我
々
も
ド
ラ
マ
に
は
出
来

な
か
っ
た
。
全
国
を
コ
ッ
コ
ッ
と
取
材
さ
れ
、
昭
和
調
年
当
時
に

書
か
れ
た
事
は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
我
々
に
と
っ
て
は
、

有
り
難
い
事
で
す
。

吉
田
智
朗
さ
ん
（
湊
川
神
社
宮
司
）

高
橋
康
夫
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）

熱
田
公
さ
ん
（
神
戸
大
学
教
授
）

鈴
鹿
千
代
乃
さ
ん
（
神
戸
女
子
大
学
助
教
授
）

吉
田
ち
ょ
う
ど
昨
日
御
例
祭
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

湊
川
の
戦
は
５
月
錨
日
で
、
そ
の
日
が
楠
公
祭
。
そ
し
て
昔
は
旧

暦
な
の
で
明
治
７
年
の
旧
暦
５
月
妬
日
に
御
例
祭
が
行
わ
れ
、
そ

れ
が
新
暦
の
７
月
⑫
日
だ
っ
た
の
で
す
。
昨
日
は
楠
木
正
成
の
後

商
も
た
く
さ
ん
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
約
加
人

で
、
い
ま
楠
木
同
族
会
と
云
う
の
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。

高
橋
良
い
日
に
お
話
し
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
ね
。
今
放
映
中

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
太
平
記
」
は
、
吉
川
英
治
さ
ん
の
「
私

本
太
平
記
」
を
も
と
に
脚
色
し
て
い
る
の
で
す
。

吉
田
新
聞
で
の
連
載
は
昭
和
調
年
か
ら
で
拓
年
に
湊
川
の
戦
い

が
書
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
に
吉
川
先
生
か
ら
取
材
に
行
く
と
お
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高橋康夫さん

鈴
鹿
確
か
に
古
典
の
太
平
記
は
読
み
辛
く
、
吉
川
文
庫
で
分
か

り
易
く
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

高
橋
私
が
大
河
ド
ラ
マ
の
担
当
に
な
り
、
先
誰
達
に
話
し
を
聞

く
と
、
太
平
記
は
ド
ラ
マ
に
す
る
の
が
難
し
く
出
来
な
か
っ
た
と

言
う
人
が
多
い
の
で
す
。
そ
し
て
計
画
を
立
て
た
の
で
す
が
、
か

な
り
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
神
代
の
時
代
で
は
な
い
け
れ
ど
、

完
結
し
た
一
時
代
と
し
て
箱
に
入
れ
て
仕
舞
っ
て
い
る
感
覚
。
そ

れ
と
天
皇
制
の
問
題
や
、
人
物
の
評
価
の
仕
方
が
、
戦
前
と
戦
後

で
大
き
く
変
わ
っ
た
事
で
、
今
ま
で
皆
、
手
を
着
け
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
で
も
、
平
成
の
時
代
に
な
り
状
況
も
変
わ

っ
て
い
ま
す
し
、
正
成
公
を
筆
頭
に
登
場
人
物
は
皆
魅
力
的
で
素

敵
な
人
物
像
で
す
か
ら
。
政
治
的
、
社
会
的
な
状
況
は
あ
り
ま
す

が
放
っ
て
置
く
方
は
な
い
と
、
回
り
を
説
得
し
た
の
で
す
。

発
表
し
て
か
ら
、
吉
田
宮
司
さ
ん
が
南
朝
関
係
の
神
社
の
方
を

連
れ
て
来
れ
ら
、
ス
タ
ッ
フ
と
お
目
に
掛
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
太
平
記
を
す
る
に
当
っ
て
、
疎
か
に
し
て
は
い
か
ん
」
と
、
圧

力
団
体
の
如
き
ご
訪
問
で
（
笑
）
。
鐸
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
リ
ー
ダ
ー
が
吉
田
宮
司
さ
ん
で
し
た
。

吉
田
南
朝
関
係
神
社
娼
社
の
中
で
、
私
が
最
年
長
な
の
で
会
長

に
さ
れ
ま
し
た
。
ご
祭
神
を
不
敬
な
言
葉
で
呼
ぶ
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
困
る
。
教
科
書
の
言
葉
で
呼
ん
で
下
さ
い
と
言
っ
た
の

で
す
。

高
橋
吉
川
先
生
も
ご
自
分
の
研
究
成
果
を
書
か
れ
た
物
で
す
か

ら
、
宮
司
さ
ん
達
と
も
ご
意
見
の
違
う
所
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
が
、 熱田 公さん鈴鹿千代乃さん

識晶潔i､w，…

癖●睡白峠需袖学

蕊
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鶏
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吉田智朗さん
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蕊

’
5６

‐
‘
．
？
・
・
＆

我
々
は
、
南
朝
も
北
朝
も
な
く
登
場
人
物
を
各
々
生
き
生
き
と
描

き
た
い
の
で
す
と
、
説
明
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
宮
司
さ
ん
達
に
嫌

わ
れ
た
ら
大
変
だ
と
僕
は
必
死
で
し
た
（
笑
）
。
登
場
人
物
を
躍

動
的
に
描
く
事
、
そ
し
て
時
代
時
代
の
評
価
は
あ
り
ま
す
が
、
正

成
公
は
大
ス
タ
ー
で
し
よ
。
正
成
公
を
ど
う
描
く
か
が
私
達
の
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
し
、
ガ
チ
ガ
チ
の
人
間
像
で
は
魅
力
が

無
い
事
を
お
話
し
し
た
の
で
す
。
宮
司
さ
ん
が
「
よ
し
分
か
っ

た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
（
笑
）
。

こ
の
ド
ラ
マ
を
す
る
に
当
っ
て
、
一
番
初
め
に
心
を
引
き
締
め
、

あ
る
意
味
で
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
と
思
わ
さ
れ
た
の
が
、
吉
田
宮

司
さ
ん
達
の
ご
訪
問
で
し
た
ね
（
笑
）
。
そ
の
時
、
自
由
に
話
し

が
出
来
た
こ
と
で
お
互
い
理
解
が
で
き
て
、
以
来
定
期
的
に
神
社

と
や
り
と
り
し
て
大
変
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吉
田
私
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
よ
。

高
橋
今
日
ま
で
無
事
お
付
き
合
い
出
来
る
事
も
（
笑
）
。

吉
田
後
醍
醐
天
皇
が
摂
関
政
治
を
廃
し
、
天
皇
直
属
に
し
「
朕

が
真
儀
は
未
来
の
先
例
た
る
べ
し
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
大
変

進
歩
的
だ
と
思
う
の
で
す
。
武
家
政
治
が
倒
さ
れ
天
皇
親
政
に
成

議
雑鐸

霊
》
鐸

る
と
言
い
ま
す
が
、
実
際
は
公
家
政
治
も
倒
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

そ
れ
は
明
治
維
新
で
武
家
政
治
が
廃
さ
れ
た
ば
か
り
か
摂
関
政
治

も
亦
廃
さ
れ
た
の
と
同
じ
で
す
ね
。
明
治
維
新
は
成
功
し
ま
し
た

が
、
建
武
新
政
で
は
尊
氏
が
勝
っ
た
の
で
ま
た
武
家
政
治
に
か
え

り
ま
し
た
“
後
醍
醐
天
皇
は
素
晴
ら
し
い
先
駆
者
で
す
。
元
来
、

東
国
は
ま
だ
米
経
済
・
上
地
経
済
で
す
が
、
正
成
公
の
方
は
商
品

経
済
・
流
通
経
済
で
、
京
都
は
勿
論
、
堺
の
港
を
通
し
て
、
内
海
・

九
州
・
半
島
・
大
陸
に
ま
で
眼
は
向
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
天
皇

の
考
え
と
一
致
し
ま
す
。
結
局
、
幕
府
が
復
活
し
、
天
皇
・
正
成

公
が
負
け
た
の
で
、
市
民
革
命
が
、
明
治
維
新
ま
で
、
四
百
年
も

遅
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
橋
天
皇
と
正
成
公
の
関
係
は
非
常
に
麗
し
く
、
人
間
関
係
と

し
て
魅
力
的
で
す
ね
。

熱
田
足
利
尊
氏
や
新
田
義
貞
は
、
関
東
の
古
い
体
質
の
大
武
士

団
。
近
畿
は
畿
内
型
と
言
っ
て
、
社
会
経
済
の
在
り
方
が
遥
か
に

進
ん
で
い
て
、
関
東
型
と
は
タ
イ
プ
が
違
う
の
で
す
。
宮
司
さ
ん

の
お
っ
し
ゃ
る
商
品
・
流
通
経
済
と
は
、
単
に
土
地
を
持
ち
米
を

握
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
武
士
と
い
え
ば
、
誰
し
も
土
地
と
思

う
の
で
す
が
、
こ
の
時
代
の
畿
内
の
武
士
は
商
業
な
ど
に
も
随
分

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
畿
内
や
そ
の
周
辺
は
農
民
が
強
く
、

村
の
在
り
方
が
関
東
と
は
全
然
違
っ
て
い
ま
す
。
南
北
朝
の
頃
か

ら
出
来
始
め
た
村
の
鎮
守
の
信
仰
組
織
で
あ
る
宮
座
は
、
東
は
美

濃
、
西
は
術
中
位
ま
で
。
宮
座
は
農
民
の
強
さ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
で

す
ね
。

鈴
鹿
そ
れ
は
農
村
の
力
が
強
く
な
り
、
お
祭
り
な
ど
が
村
の
運

営
で
行
な
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
事
に
表
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

熱
田
そ
う
で
す
。
村
民
一
人
一
人
が
強
く
な
っ
て
、
村
の
鎮
守

の
信
仰
が
高
ま
る
訳
で
す
。
そ
し
て
こ
の
宮
座
に
よ
る
鎮
守
の
祭

礼
が
、
鈴
鹿
先
生
の
ご
専
門
の
芸
能
の
発
達
を
支
え
る
事
に
な
る

の
で
す
ね
。

鈴
鹿
ド
ラ
マ
で
、
楽
市
楽
座
の
話
し
を
正
成
公
が
尊
氏
に
「
京

都
を
復
興
さ
せ
た
い
な
ら
、
色
々
な
商
人
を
呼
ん
で
市
で
商
売
を

さ
せ
た
ら
良
い
」
と
言
う
の
は
、
そ
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

熱
田
あ
の
言
葉
は
、
時
代
を
少
し
先
走
り
し
過
ぎ
で
す
が
（
笑
）
。

し
か
し
、
流
通
や
金
融
業
を
し
て
い
る
武
士
が
居
た
事
は
確
か
で

す
。
少
し
時
代
が
下
り
ま
す
が
、
池
田
市
の
池
田
氏
は
応
仁
の
乱

で
、
大
し
た
土
地
を
持
っ
て
い
な
い
の
に
千
五
百
人
も
の
足
軽
を
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覗
囲
門
‐
ら

醤

ご鐸鍵暁．

灘

日
本
芸
能
の
原
点

く
ぐ
つ
の
舞
い
（
宮
沢
り
え
）

鞭：

１
５７
１

連
れ
て
い
ま
す
。
金
融
に
も
手
を
出
し
、
金
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。
池
田
市
の
初
め
は
南
北
朝
時
代
で
、
そ
ん
な
新
し
い
タ
イ
プ

の
武
士
が
畿
内
で
は
、
続
々
と
出
て
来
て
い
る
の
で
す
。
畿
内
だ

け
の
歴
史
な
ら
、
室
町
、
江
戸
群
府
の
時
代
を
通
る
事
も
な
く
、

も
っ
と
早
く
市
民
改
莱
へ
と
行
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
か
な
り
熟
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

熱
田
関
東
の
武
士
の
強
い
力
に
結
局
崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
。
し
か
し
、
尊
氏
の
構
想
は
そ
の
ま
ま
で
は
時
代
に
合
わ
な

い
の
で
す
ね
。
蒋
府
内
部
は
な
か
な
か
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
後
醍
醐
天
皇
は
、
延
喜
天
暦
の
治
を
再
興
し
よ
う
と
し
た
か

ら
反
動
だ
な
ど
と
、
単
純
に
考
え
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
武
中
興
と
言
う
と
、
再
興
を
意
味
し
ま
す
が
、
今
は
建
武
新
政

と
言
い
、
学
界
で
は
こ
の
時
代
の
政
治
を
も
っ
と
深
く
考
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

吉
田
私
は
学
者
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
“
年
も
楠
公
の
宮
司
で
い
る

と
楠
公
の
本
は
皆
読
む
ん
で
す
ね
（
笑
）
。
武
士
の
血
筋
で
は
足

利
尊
氏
、
公
家
の
統
領
は
北
畠
親
房
で
す
が
、
上
の
人
は
大
衆
に
は

人
気
が
な
い
。
正
成
公
は
、
民
間
大
衆
か
ら
非
常
な
人
気
が
あ
り
ま

す
ね
。
こ
の
点
か
ら
言
う
と
太
閤
さ
ん
や
、
同
定
忠
治
と
Ⅲ
じ
じ

や
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
正
成
公
は
彼
ら
よ
り
遥
か
に
学
問

も
高
く
修
養
も
深
い
。
哲
学
を
持
っ
て
い
る
。
非
理
法
権
天
と
言

う
そ
の
天
の
意
味
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
ま
す
ね
‐
し
か
も
こ
の
人

気
は
大
衆
の
味
方
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
太
平
記

に
も
書
か
れ
、
ま
た
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
た
が
、
こ
の
戦
乱
の
た

め
、
都
は
勿
論
ど
こ
で
も
、
乞
食
と
病
人
と
盗
賊
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
苦
難
か
ら
大
衆
を
救
う
た
め
、
早
く
平
和
の
世
と
し

よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
梅
松
論
で
の
天
皇
と
尊
氏
と
の
君
臣
和

睦
の
上
奏
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
大
衆
を
愛
し
て
い
た
か
ら
こ
そ

慕
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
太
平
記
の
中
で
正
成
公
が
出
て
来
る
の

は
、
わ
ず
か
数
カ
所
で
す
。
し
か
し
非
常
に
華
が
冴
え
、
正
成
公
を

讃
え
る
為
め
書
か
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
位
生
き
生
き
し
て
い
る
。

一
般
的
に
昔
か
ら
、
太
平
記
と
言
え
ば
正
成
公
と
思
い
ま
す
ね
。

熱
田
楠
公
論
を
言
う
場
合
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
そ
の
考
え
を
加
え
る
と
正
成
公
を
と
ら
え
易
い
で
す
ね
。

吉
田
正
成
公
は
「
君
臣
和
睦
の
た
め
に
自
分
が
使
者
と
な
っ
て

尊
氏
を
説
き
に
行
く
」
と
言
い
ま
す
ね
。
太
平
記
の
作
者
は
、
卵

年
に
も
亘
る
戦
乱
期
を
書
き
乍
ら
、
な
ぜ
「
太
平
記
」
と
名
付
け

た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
ぶ
ん
正
成
公
に
最
高
の
評
価
を
捧
げ
た
作

者
は
、
正
成
公
の
悲
願
で
あ
る
太
平
の
世
を
期
待
し
た
か
ら
だ
、

と
思
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

熱
田
太
平
記
の
作
者
の
態
度
と
正
成
公
が
合
致
し
て
、
書
か
れ

た
当
時
か
ら
も
人
気
が
あ
っ
た
の
じ
や
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鈴
鹿
庶
民
を
愛
し
、
愛
さ
れ
肥
ら
れ
る
事
は
庶
民
信
仰
で
す
ね
。

高
橋
テ
レ
ビ
で
も
、
正
成
公
が
出
て
来
る
と
こ
れ
ぞ
太
平
記
と

い
う
雰
囲
気
に
な
り
、
視
聴
率
が
良
い
の
で
す
。
太
平
記
の
思
想

の
根
幹
、
書
き
手
の
言
い
た
い
事
の
多
く
の
部
分
を
正
成
公
が
持

っ
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
ま
す
ね
。
ギ
ス
ギ
ス
し
た
権
力
の
争
奪

戦
の
側
而
が
あ
る
の
で
す
が
、
正
成
公
が
出
る
事
に
よ
り
ド
ラ
マ

が
ふ
ん
わ
り
し
た
柔
ら
か
さ
に
包
ま
れ
ホ
ッ
と
す
る
の
で
す
ね
。

宮
司
さ
ん
が
平
和
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
か
も
し
れ
な
い
。

鈴
鹿
正
成
公
に
武
田
鉄
矢
さ
ん
は
、
何
故
だ
っ
た
の
で
す
か
。

高
橋
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
大
切
な
所
で
、
も
し
高
倉
健
さ
ん
の

場
合
な
ら
と
よ
く
話
す
の
で
す
。
高
倉
健
さ
ん
は
立
派
で
す
が
、

あ
る
意
味
で
型
や
姿
が
良
過
ぎ
て
、
少
し
気
取
り
過
ぎ
る
。
そ
れ

も
正
成
公
の
一
而
で
し
ょ
う
が
、
先
程
の
領
民
や
家
族
を
愛
し
飾

ら
な
い
人
物
像
と
言
う
と
、
武
田
鉄
失
さ
ん
の
雰
囲
気
な
の
で

す
。
高
倉
さ
ん
だ
と
戦
に
行
く
時
、
背
中
に
桜
の
花
を
散
ら
し

「
行
『
て
参
り
ま
す
」
と
型
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
や
や
自
分
の

カ
ッ
コ
良
さ
の
方
に
行
っ
て
し
ま
う
怖
れ
が
あ
る
の
で
す
ね
。
ど

ち
ら
が
良
い
か
難
し
い
で
す
が
、
親
し
み
易
さ
を
取
っ
た
の
で
す
。

鯛Ｗ

曇
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時
の
テ
ー
プ
や
ビ
デ
オ
な
ん
て
無
い
の
で
す
も
の
（
笑
）
。

鈴
鹿
将
軍
達
の
前
で
堂
々
と
芸
を
し
て
、
酒
席
に
侍
る
位
い
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
生
き
て
い
た
人
々
だ
か
ら
、
後
宥
に
は
賎
民
と

さ
れ
る
け
れ
ど
、
あ
の
時
代
は
生
き
生
き
と
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
。
そ
の
辺
が
ド
ラ
マ
に
よ
く
出
て
て
嬉
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。

高
橋
芸
能
と
は
、
本
来
そ
う
な
の
で
す
よ
ね
。
後
々
洗
練
さ
れ

て
行
く
中
で
、
健
康
的
で
豊
か
な
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
露
の

様
な
物
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

鈴
鹿
近
世
に
な
る
と
歌
舞
伎
舞
踊
と
か
ジ
ャ
ン
ル
が
固
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ま
だ
そ
ん
な
物
に
成
っ
て
い
な
い
芸
能
の
原
点

で
す
よ
ね
。
そ
し
て
ド
ラ
マ
の
中
の
裏
の
主
役
で
す
ね
。

高
橋
苦
労
が
報
わ
れ
ま
す
。
あ
そ
こ
が
上
手
く
描
け
な
い
と
、

武
家
と
公
家
だ
け
の
戦
い
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ
以

外
の
所
に
南
北
朝
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
生
が
あ
っ
た
の
だ

と
、
大
事
に
し
て
い
る
部
分
な
ん
で
す
。
最
近
の
研
究
の
中
で
も

着
目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熱
田
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

第
一
作
「
花
の
生
涯
」
以
来
、
戦
前
の
教
育
で
植
え
付
け
ら
れ
た

歴
史
像
を
、
客
観
的
に
見
直
す
方
向
が
出
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
ね
。

高
橋
我
々
も
、
大
河
ド
ラ
マ
の
中
で
歴
史
を
ど
う
考
え
る
か
、

良
質
な
娯
楽
と
し
て
提
供
で
き
る
か
を
課
題
に
し
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

熱
田
お
茶
の
間
サ
イ
ド
で
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
行
く
上
で
、
大

き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

高
橋
お
茶
の
間
サ
イ
ド
と
い
う
の
は
、
非
常
な
武
器
で
あ
り
バ

ネ
な
の
で
す
。
歴
史
害
に
出
て
来
な
い
妻
や
子
が
ど
う
考
え
、
何

を
し
た
か
を
表
わ
す
事
で
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
点
で
す
。

熱
田
戦
前
の
人
物
像
に
は
そ
れ
ぞ
れ
レ
ッ
テ
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
清
盛
は
横
柄
な
人
物
、
光
秀
は
逆
臣
と
か
。
大
河
ド
ラ
マ
は

そ
れ
を
貼
り
変
え
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
の

が
、
正
成
公
と
尊
氏
。
太
平
記
の
内
容
は
、
歴
史
上
非
常
に
よ
く

知
ら
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
に
は
〃
太
平
記
読
み
″
が
あ
り
ま
し

た
し
ね
。

高
橋
講
談
や
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
み
た
い
で
す
ね
。

熱
田
講
談
の
原
点
で
す
。
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
は
太
平
記
を
借
り

て
い
て
、
良
く
知
ら
れ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

戦
後
妬
年
が
、
太
平
記
は
一
番
読
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ

１
５８
１

吉
田
一
番
初
め
、
私
達
が
圧
力
団
体
の
ご
と
く
訪
れ
た
時
に
、

武
田
鉄
矢
さ
ん
が
さ
れ
る
と
聞
い
て
「
立
派
に
、
親
し
み
易
く
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
よ
（
笑
）
。

鈴
鹿
私
は
妬
年
程
く
ぐ
つ
の
事
を
調
べ
て
ま
し
て
。
正
成
公
が

関
所
を
通
る
時
に
尊
氏
の
前
で
ア
ド
リ
ブ
で
踊
り
ま
し
た
で
し

よ
。
あ
あ
こ
れ
だ
／
と
感
激
し
ま
し
た
。
あ
れ
が
、
く
ぐ
っ
本
手

振
な
ん
で
す
。
現
代
の
筑
紫
舞
の
中
に
も
あ
る
の
で
す
が
、
全
部

ア
ド
リ
ブ
な
ん
で
す
よ
。

高
橋
連
歌
の
様
に
即
興
で
継
い
で
行
く
。

鈴
鹿
そ
う
で
す
。
宰
領
が
踊
る
の
に
合
わ
せ
て
風
鈴
が
と
ん
ぼ

返
り
し
た
り
、
飛
ん
で
み
た
り
お
ど
け
た
振
り
を
す
る
の
で
す
。

高
橋
あ
の
場
面
は
、
正
成
公
の
妹
役
の
樋
口
可
奈
子
さ
ん
が
、

泉
南
の
武
士
の
血
な
ま
臭
い
戦
い
が
嫌
で
、
芸
能
の
世
界
に
入
っ

た
と
い
う
設
定
で
す
。
花
夜
叉
は
、
民
衆
の
気
持
ち
や
、
芸
能
娯

楽
や
、
虐
げ
ら
れ
た
く
ぐ
つ
ま
で
が
、
あ
の
戦
乱
の
中
で
生
き
抜

い
て
来
た
と
い
う
、
芸
能
人
の
原
形
を
描
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
正
成
公
は
庶
民
の
心
が
よ
く
分
る
と
い
う
シ
ー
ン
で
す
。

鈴
鹿
資
料
が
な
か
な
か
無
い
の
で
す
が
。

高
橋
そ
う
で
す
ね
。
特
に
芸
能
に
つ
い
て
は
分
ら
な
い
事
が
多

く
て
、
当
時
の
物
を
見
た
人
も
聞
い
た
人
も
無
い
し
（
笑
）
。
踊
り

の
部
分
は
、
狂
言
の
野
村
耕
介
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
再
現

し
て
い
ま
す
。
花
夜
叉
の
芸
能
一
座
の
中
に
色
ん
な
物
を
織
り
込

み
た
か
っ
た
の
で
す
。
様
々
な
人
生
を
背
負
っ
た
人
達
で
す
か
ら
。

鈴
鹿
ワ
ク
ワ
ク
し
て
ま
す
よ
（
笑
）
。
緑
で
継
っ
て
い
る
、
仲

間
と
い
う
の
は
素
晴
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
遊
女
で
し
ょ
う
か
、

白
拍
子
で
し
ょ
う
か
、
尊
氏
の
御
子
を
一
夜
の
契
で
身
施
る
の
は
。

熱
田
歴
史
の
方
の
通
説
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
す
け
れ
ど
。

高
橋
ド
ラ
マ
で
は
宮
沢
り
え
ち
ゃ
ん
が
し
て
い
る
の
で
す
が
。

鈴
鹿
で
も
、
父
親
が
居
な
く
て
も
母
親
が
必
死
で
育
て
る
所
や

仲
間
が
助
け
て
あ
げ
る
所
は
、
い
い
で
す
ね
。

高
橋
新
し
い
共
同
体
と
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。

鈴
鹿
く
ぐ
つ
の
舞
い
は
民
族
芸
能
の
原
流
と
言
え
ま
す
。
南
北

朝
の
後
、
足
利
幕
府
で
能
楽
を
大
成
し
て
ゆ
き
ま
す
ね
。
日
本
の

今
あ
る
文
化
。
芸
能
。
茶
華
道
の
一
番
の
原
流
は
や
は
り
こ
の
時

代
で
す
。
そ
れ
以
前
の
も
の
は
辿
れ
な
い
の
で
す
も
の
。

高
橋
花
夜
叉
一
座
の
舞
い
を
再
現
す
る
の
は
大
変
苦
労
し
ま
し

た
。
ご
覧
に
な
っ
て
雰
囲
気
が
分
っ
て
い
た
だ
け
る
と
有
難
い
で

す
ね
。
鈴
鹿
先
生
の
ご
研
究
の
ご
苦
労
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。
当
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高
橋
で
も
今
、
よ
り
客
観
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
考
え
方
で
、
正

成
公
の
本
来
的
な
魅
力
と
力
が
よ
く
分
っ
て
来
ま
し
た
。
日
本
人

全
体
が
、
時
代
の
変
革
期
に
正
成
公
に
紐
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。

吉
田
そ
う
で
す
よ
。

高
橋
日
本
人
が
こ
ん
な
に
好
き
な
人
は
他
に
な
い
で
す
ね
。
シ

ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
池
端
俊
策
さ
ん
が
、
正
成
公
の
所
へ
来
る
と

筆
が
躍
動
す
る
と
言
っ
て
ま
し
た
。
書
い
て
い
て
而
白
い
の
で

す
。
溌
初
は
、
主
役
は
尊
氏
だ
か
ら
正
成
公
の
部
分
は
押
さ
え
よ

う
と
思
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
書
い
て
み
た
ら
ど
ん

ど
ん
書
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
（
笑
）
。

吉
田
私
は
、
本
太
平
記
よ
り
も
放
映
の
太
平
記
の
方
が
面
白
い

の
じ
や
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
。

高
橋
そ
れ
は
、
も
っ
と
大
き
な
声
で
言
っ
て
下
さ
い
（
笑
）
。

吉
田
神
社
界
ト
ッ
プ
の
五
、
六
人
の
会
で
「
正
成
公
が
な
か
な

か
笠
置
の
山
の
お
召
し
に
出
陣
し
な
い
の
は
現
代
的
だ
。
し
か
し

女
房
子
供
だ
け
で
な
く
、
一
つ
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
持
ち
、
大

工
。
石
工
・
土
工
・
運
送
業
や
百
姓
の
命
を
預
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
苦
悩
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
意
見
が
一
致
し
た
の
で
す
。

私
も
感
動
し
ま
し
た
ね
。

高
橋
人
間
大
き
な
事
を
起
こ
す
時
は
迷
う
、
特
に
回
り
の
人
の

事
を
考
え
る
と
そ
う
で
す
よ
ね
。

熱
田
南
北
朝
時
代
の
ド
ラ
マ
を
や
っ
と
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

大
切
な
時
代
で
す
か
ら
ね
。

鈴
鹿
日
本
の
文
化
の
原
流
の
あ
る
時
代
で
す
も
の
ね
。

高
橋
学
問
も
研
究
が
進
ん
で
来
て
、
今
太
平
記
を
す
る
事
が
意

義
あ
る
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
。
時
代
に
合
っ
た
事
が
幸
運
で

す
。
研
究
さ
れ
て
い
る
方
の
反
響
も
多
く
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

熱
田
多
く
の
人
々
の
話
題
に
上
り
、
お
茶
の
間
で
話
さ
れ
る
事

が
、
学
問
を
も
支
え
て
く
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

吉
田
今
は
、
正
成
公
が
出
て
来
な
い
教
科
書
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
表
に
出
し
た
事
。
そ
し
て
今
の
時
代
は
、
世
界
を
あ

げ
て
価
値
感
が
動
揺
し
、
権
威
が
崩
壊
し
、
個
性
の
発
揮
が
高
く

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
創
世
紀
に
向
け
て
新
し
い
文
化
を
創

造
せ
ん
と
し
て
い
ま
す
。
あ
の
時
代
と
全
く
同
じ
な
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
い
ま
太
平
記
が
出
て
来
た
の
で
す
。
こ
れ
が
今
年
だ
け
の

一
過
性
で
な
い
よ
う
に
、
と
願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

（
佃
年
７
月
過
日
湊
川
神
社
に
て
）

の
前
の
時
代
に
片
寄
っ
た
読
ま
れ
方
を
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

吉
田
正
成
公
は
水
戸
光
閏
以
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
勿

論
で
す
。
歴
史
的
事
実
も
大
切
で
す
が
、
人
を
動
か
す
の
は
精
神

的
真
実
で
す
。
正
成
公
ほ
ど
偉
大
な
感
化
を
歴
史
に
残
し
た
人
は

な
い
で
し
ょ
う
。
も
し
正
成
公
な
か
り
せ
ぱ
、
以
後
の
日
本
の
糖

神
骨
格
は
違
う
も
の
と
な
っ
た
筈
。
明
治
維
新
も
、
今
度
の
戦
後

処
理
も
、
あ
あ
し
た
形
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。

高
橋
一
貫
し
て
、
正
成
公
は
魅
力
あ
る
大
人
物
だ
と
い
う
評
価

は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
よ
ね
。
今
回
尊
氏
の
ド
ラ
マ
が
出
来
る
事

で
、
逆
に
正
成
公
の
持
ち
味
が
再
発
見
さ
れ
、
よ
う
や
く
自
由
な

堅
苦
し
く
な
い
評
価
が
出
て
来
た
な
と
思
い
ま
す
。

熱
田
戦
後
は
、
本
当
に
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
も
の
ね
。

｢ 天下勢こ平であれｰ と湊川神社本殿の前で……。

１
５９
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